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In Japan highways, the use of deicing salts has been increasing dramatically since the 1990s. 
Reinforced concrete decks (hereafter; RC decks) have been saturated with water and chlorides, 
resulting in the corrosion of reinforcing bars. Due to this, concrete cracking occurs. The RC decks are 
also subjected to high live-load stresses, including impacting vehicle forces, and a combination of 
both damage factors are observed. In this paper, the field investigations were conducted for five cases 
of damaged RC decks in the Hokuriku highway. From the field investigations, several findings 
regarding the corrosion of the rebars due to chloride ion penetration and fatigue mechanism of RC 
decks were obtained. Finally, the authors propose a evaluation and maintenace method for damaged 
RC decks in the Hokuriku highway.  
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写真－1 鉄筋の腐食状況の例（取替床版F） 

 

 

 
 
 
 

(a) 取替床版F 

 
 
 
 
 

（b）取替床版G 

図－5 床版上面の浮きと自然電位の測定結果の例 

 

(2) 取替床版での鉄筋腐食状況と自然電位測定の結果 

塩害と疲労により複合劣化し，供用後 31 年で取替に

至った実橋の RC 床版（以下，取替床版）を用い，鉄筋

の腐食状況を把握する．取替床版は 4 枚（取替床版F～I）

を用い，外観変状が顕著な主桁間G2-G3 を対象に調査を

実施する．取替床版から人力はつりにより採取した上側

鉄筋（主鉄筋）の腐食状況を写真－1，床版上面の打音

調査結果および床版下面から自然電位測定による鉄筋

の腐食範囲の調査結果を図－5 に示す．上側鉄筋の腐食

グレード 5）は，Ⅳ（断面欠損が生じている）の状態で，

下側鉄筋に比べ広範囲である．また，床版上面の浮きと

自然電位の卑な範囲が概ね一致していることから，床版

上面の浮きは，鉄筋腐食を伴う傾向にあることが推察さ

れる．また上側鉄筋の腐食範囲は，床版上面の浮きや床

版下面からの自然電位が卑な範囲（－側）と，ほぼ一致

していることが確認できる． 
(3) 鉄筋腐食による質量減少率と床版上面浮きの関係 

塩害と疲労を受けた RC 床版の鉄筋腐食による質量減

少率（以下，腐食率）を把握するため，上側鉄筋を長さ

100mm間隔に切断し，JCI-SC1に準拠し腐食率を求める．

取替床版 4 枚（取替床版F～I）の腐食率と床版上面の浮

きとの関係を図－6 に示す．横軸に上側鉄筋（主鉄筋）

の腐食率を示し，縦軸に浮きの有無により，各度数を

各々の母数で除することで，度数の割合を示している． 
床版上面の浮き有りの範囲では，上側鉄筋の腐食率が

0-5%より 5-10％の方が 3 割程度高い傾向を示している．

一方，床版上面の浮き無しの範囲では，0-5%の割合が最 
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図－6 取替床版における上側鉄筋の腐食率と 

床版上面の浮きの関係 
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図－7 取替床版における自然電位の測定結果と 

上側鉄筋の腐食率の関係 

 
も高く，上側鉄筋の腐食率が 5%以上のものは少ない．

このことより，浮きが発生している場合，上側鉄筋の腐

食率が 5%以上を超える傾向にある． 
(4) 自然電位測定における鉄筋腐食の判断基準 

取替床版の下面からの自然電位の測定結果と，その位

置における腐食率の関係を図－7 に示す．自然電位の値

と腐食率の間には相関性が見られ，相関係数は 0.67 であ

る．このことから，塩害が懸念される RC 床版では，自

然電位測定により上側鉄筋を含む床版内部の鉄筋の腐

食を推定できる 6）． 
また，床版内部の上側鉄筋は，図－7 の上段に示す鉄

筋の腐食性の評価において，不確定の範囲にも床版内部

で鉄筋腐食が確認されている．RC 床版の鉄筋腐食状況

を的確に把握するためには，鉄筋腐食の判断基準を設定

する必要があり，次に示す手順によって鉄筋腐食の判断

基準を設定する．先ず，浮きが確認されている上側鉄筋

の腐食率 5%に補助線 1 を設ける．次に，補助線 1 以上

の範囲において，腐食率が確認される自然電位の測定値

が最も貴側（＋側）となる位置を求め，その値を鉄筋の 
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